
評価項目一覧

１ 評価項目及び得点配分
評価 配 点 配 分 提案

評 価 項 目 評 価 基 準 区分 合計 基礎点 加点 書貢

番号

事業目的・目標・内容

事業内容の網羅性、事業内容 事業内容を網羅した提案書が作成されており、 必須

と事業目的との整合性 提案書の内容は事業目的と整合的か。 ５ ５ －

業務目標の設定 事業目的を達成するため、適切な業務目標

が定められているか。 ５ － ５

事業実施体制 合計

事業実施体制、事業分担等 円滑な事業実施に必要な人員数が確保され 必須

の妥当性 ており、事業の分担・実施体制、指示系統が ５ ５ －

明確化されているか。

調査・分析業務体制 高度な調査・分析業務を実施できる体制に

あるか。 ５ － ５

（調査の設計・実施、結果の分析・取りまと

めを適切に実施できる体制にあるか。）

普及啓発活動及び試行・実 普及啓発活動における大規模な展示会等及 必須

証に係る各種会議・催し物 び試行・実証に係る各種会議・催し物を適切

の運営体制 に運営できる体制にあるか。 ５ ５ －

事業計画の妥当性・独創性 合計

調査規模などの妥当性 幅広い調査・分析業務に関して、必要かつ

十分な調査を実施するうえで、具体的かつ妥

当な規模を提案しているか。 ５ － ５

○ 「知の集積」に係る調査・ 幅広い調査・分析業務に関して、効率的に

分析業務に係る実施計画の 調査を実施し、的確な分析を行ったうえで、

妥当性・独創性 我が国で「知の集積」を構築するうえで必要

なポイントについて、適切に取りまとめるこ 10 － 10

とができる計画を具体的に提案しているか。

○ 普及啓発活動及び試行・実 民間企業を始め多くの産学の機関の「知の

証活動に係る実施計画の妥 集積」への参加を促すとともに、セミナー等

当性・独創性 の試行・実証活動を適切に実施し、研究プラ 10 － 10

ットフォームの構築に繋げることができるよ

う工夫された計画を具体的に提案している

か。

○ その他「知の集積」に向け 民間企業の方を含むより多くの来場を促

た仕組みづくりに係る独自 し、出展者と来場者が交流する機会を確保す 10 － 10

の企画の妥当性・独創性 るための企画を具体的に提案しているか。

○ 調査結果の取りまとめ及び 「知の集積」に係る調査・分析業務の実施

基本構想案取りまとめに向 内容等の調査・分析内容をもとに、新たな産

けた全体計画の妥当性・独 学連携の仕組みとしての「知の集積」につい 10 － 10

創性 て、論点ごとに適切に取りまとめることがで

きる計画を具体的に提案しているか。

事業スケジュールの妥当性 事業の実施スケジュールは、効率的かつ計

・効率性 画的なものか。 ５ ５

事業実施主体の能力 合計

農林水産研究等に対する知 事業担当者は、農林水産、食品産業分野の



見 研究及び技術開発に関する高度な知見を有す

るか。 ５ － ５

産学官連携等に対する知見 事業担当者は、産学官連携、研究成果の普

及及び産業化等に関する高度な知見を有する ５ － ５

か。

○ 各種メディアを通じた情報 ホームページの活用や各種メディアとの連

発信能力 携により、効率的・効果的な情報発信が可能 10 － 10

か。

個人情報の管理能力 個人情報の取り扱いについて認証を得てい 必須

るなど、個人情報の漏洩防止の措置を講ずる ５ ５ －

ことが可能か。

(注)

１ 表中の○印を付した項目は、価格と同等に評価できない項目。なお、価格と同等に評価できない項

目は評価項目の小項目ごとに設定している。

２ 表中赤字部分は、必須項目である。

３ 必須項目以外の採点基準は以下のとおり。

評価基準 得点（5点満点）/[ 10点満点]

卓越した内容である ５/10

最適な内容である ４/８

概ね妥当な内容である ２/５

内容がやや不十分である １/２

内容が不十分である。または記載がない ０/０

資料項目 資料内容 提出の要否 提出の有無

会 社 概 要 会社概要・事業内容 任意

実 施 体 制 本事業実施のための体制図 必須

その他補足資料 提案した内容を詳細に説明するための資料（実績の詳細等） 任意

（注）提出の有無欄は、提出されている場合は○印、提出されていない場合は×印を付する。
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